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編集
後記

　「科研費申請書の書き方」をテーマに，大学や学会
で今秋セミナーをする機会をいただいた。3 年前に科
研費の応募資格が拡大され，必ずしも大学の常勤医で
なくとも申請が可能になったこともあり，昨年度は，
泌尿器科医の約 10％もの方々が申請をしている。セミ
ナーの内容は，秘したこつが特段あるわけでもないが，
論文の書き方とも共通した点があるので，その一部を
ご紹介したい。
　申請書を書く前の心構えとして，私は教室の先生に
「2 つの研究サイクル」の話をしている。1 つは，自分
自身の研究は，先輩の業績・指導・研究費によりなし
得たもので，その恩恵を後輩に継承していくサイクル
であること。2 つ目は，研究成果→論文（業績）→助
成金（研究費）→研究成果のサイクルである。このサ
イクルの中で何がスタートか？　多くのケースでは，
先輩が獲得した助成金である。最近，論文を書かない
風潮がさらに進んでいるが，このことは，ひいては後
輩を路頭に迷わせることにつながるものである。この
「2 つの研究サイクル」を意識しなければ，助成金の獲
得は難しいと思う。
　次に，「科研費の書き方のコツ」を，紙面の許す範
囲でとり上げたい。まず初めは，審査員を考えて書く
ことである。審査員は，専門分野にかかわらず，すべ
ての泌尿器科領域の，しかも多くの申請書に目を通す。
したがって大切なのは平易な表現で書くことである。
理解された後に，評価されるからである。
　2 つ目は，研究テーマの選び方である。望ましいの

は，これまでの業績を発展させる研究である。しかし，
若い人など成果がないときは，先輩の研究の延長線上
にあれば，審査員にも実現性がみえてくる。臨床応用
につながる研究も最近の傾向のようだ。
　3 つ目は研究課題名だが，魅力的なキーワードを組
みこみ，一見して研究内容が判るようにしたい。
　4 つ目は研究目的で，中でも「概要」が大切である。
論文でも「abstract」をまず読んで，興味をもてば本文
に進むことが多い。概要は，abstract と同様に約 300 
字に限定されている。短いからこそ，「起承転結」ま
たは「三段論法」の手法を用い，論理的に書くことで
ある。起承転結の各々の「つなぎ」には有効な接続詞
を用いると，内容が映えてくる。
　5 つ目は，研究目的と研究計画である。独創性，発
展性，実現性，社会性が高く評価されることはいうま
でもない。
　6 つ目は，審査員に印象深く伝えるための「見栄え」
だが，そのコツとして，図表，箇条書き，強調文字な
どを有効に用いることが多い。1 文は 40 文字以内，漢
字は 30％以内，段落は 10 行以内になどはあらゆる文
章に共通したことである。
　7 つ目は，「熱意」である。先輩による添削を受け，提出
前には何度も声を出して読み直すことは必須であろう。
　最後に，最も大切なことは，「業績」である。「研究サ
イクル」の大切さを思いおこし，次年度の申請に向け
て今から論文を書くことである。できれば英文誌また
は『臨床泌尿器科』に投稿してほしい。 （郡　健二郎）
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